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今 月 の トォフ

　外は銀世界だった２月 18 日に小学
生スポーツ・チャレンジ・ゲームが開
催。写真はロープ・ジャンプ（長縄とび）
に挑む児童。失敗しても励まし合い挑
戦し続けるひたむきな姿に、思わず
シャッターを切る手にも力が入り、気
がつけば汗がにじんでいました。【17
ページに関連記事を掲載しています】

月

安らぎのまち
ひとが輝く

活力あふれ
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住
民
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る

　
地
域
の
中
核
的
病
院
を
め
ざ
し
て

　伊万里有田共立病院の開院に先立ち、２月 25
日に開院を祝う記念式典が行われ、病院や行政の
関係者約 200 人が出席しました。式典の中で、井
上文夫院長は「新病院の基本理念に、患者さんを
自分の家族と思って診療にあたるということを掲
げています。私たちは誰に対しても優しい病院を
めざしていきます」とあいさつし、開院に向けた
決意を表しました。
　また、同じ日に行われた一般向けの内覧会には
1,000 人以上の住民が訪れ、院内の設備などを熱
心に見学していました。

式典会場であいさつする井上文夫院長

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
伊
万
里
市
民
病
院
と
有
田

共
立
病
院
を
統
合
し
、
３
月
１
日
に
伊
万
里
有
田
共
立
病
院
が
開
院
し

ま
し
た
。

　
高
齢
化
社
会
の
進
行
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
質
の
高

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
予
防
医
療
の
充
実
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
両
院
の
統
合
に
よ
っ
て
高
度
医
療
の
提
供
態
勢
が
整
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
さ
ら
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
や
健
康
の
維
持
・
増
進

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
住
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
迅
速
か
つ
適
切

に
応
え
る
た
め
、
新
病
院
に
ど
の
よ
う
な
医
療
機
能
が
あ
る
の
か
お
知

ら
せ
す
る
ほ
か
、
医
師
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

開院式と内覧会を開催

式典会場であいさつする井上文夫院長

地域とともに歩む
　　伊万里有田共立病院

【写真】伊万里有田共立病院の開院に向け、伊万里市民病院に
入院していた患者さん 11 人を搬送（２月 27 日）

特集
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　『
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令

（
昭
和
39
年
厚
生
省
令
第
８
号
）』

第
１
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
当
院

は
救
急
病
院
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
（
佐
賀
県
告
示
第
60
号
）。

▽
救
急
専
門
医
の
確
保

　
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
で
地
域
救
急

救
命
セ
ン
タ
ー
長
だ
っ
た
吉
田
昌ま

さ

人と

医
師
が
着
任
。
救
急
専
門
医
が

初
期
対
応
を
行
う
こ
と
で
、
多
種

多
様
な
症
状
の
人
を
広
く
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
高
度
な
診
療
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

▽
救
急
処
置
室
の
機
能
強
化

　
伊
万
里
市
民
病
院
と
有
田
共
立

病
院
の
手
術
室
を
統
合
す
る
こ
と

で
生
ま
れ
た
器
具
の
余
剰
分
を
救

急
処
置
室
に
設
置
し
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
緊
急
時
の

処
置
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た
。

　
旧
伊
万
里
市
民
病
院
の
松
永
和

夫
医
師
は
循
環
器
系
疾
患
、
旧
有

田
共
立
病
院
の
桃も

も
さ
き
の
ぶ
あ
き

﨑
宣
明
医
師
は

脳
疾
患
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
の

で
、
病
院
の
統
合
に
よ
っ
て
両
疾

患
に
つ
い
て
質
の
高
い
治
療
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
加
え
、
ど
ち
ら
の
診
療

科
も
血
管
に
起
因
す
る
疾
患
を
扱

う
た
め
、
診
療
の
相
乗
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。

が
ん
化
学
療
法
の
機
能
強
化

　
当
院
で
は
、
専
用
の
化
学
療
法

室
を
設
置
し
て
お
り
、
治
療
環
境

の
向
上
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。

※
抗
が
ん
剤
治
療
を
化
学
療
法
と

い
い
ま
す

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化

　
市
民
の
皆
さ
ん
は
『
か
か
り
つ

け
』
と
呼
べ
る
医
療
機
関
を
持
つ

こ
と
が
大
事
で
す
。
通
常
は
か
か

り
つ
け
医
で
治
療
を
行
い
、
そ
の

医
療
機
関
の
専
門
で
な
い
病
気
や

設
備
の
都
合
で
治
療
で
き
な
い
よ

う
な
場
合
に
は
、
当
院
や
他
の
医

療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
の
医
療
機
関

と
の
協
力
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

当
院
で
は
、
そ
の
役
割
を
受
け
持

つ
『
地
域
医
療
連
絡
室
』
の
機
能

を
強
化
す
る
た
め
、
専
門
職
で
あ

る
社
会
福
祉
士
の
増
員
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
も
他
の
医
療
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
医
療
体

制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
住
民
の
病
気
の
発

症
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
健
診
セ
ン

タ
ー
を
新
た
に
設
置
す
る
な
ど
予

防
医
療
に
も
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
ど
ん
な
病
気
も
初
期
状
態
で

治
療
す
れ
ば
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
、
治
癒
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め

に
健
診
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
予
防
接
種
に
積
極
的
に

協
力
す
る
な
ど
、
伊
万
里
市
と
有

田
町
が
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
一

体
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き

の
教
訓
で
も
明
ら
か
な
と
お
り
、

災
害
時
に
機
能
停
止
と
な
る
病
院

で
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
に
立

ち
ま
せ
ん
。
新
病
院
は
耐
震
構
造

で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
災
害
時
に
お
い
て
病
室
以
外

で
も
治
療
な
ど
が
行
え
る
よ
う
な

構
造
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
災
害

時
の
拠
点
病
院
と
し
て
非
常
事
態

に
備
え
て
い
ま
す
。

　
待
望
の
伊
万
里
有
田
共
立
病
院
が
開
院
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
良
質

で
安
全
な
医
療
の
提
供
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
病
院
に

ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。

救
急
病
院
と
し
て
の
機
能

心
臓
疾
患
・
脳
卒
中
の
治
療

な
ど
に
関
す
る
機
能
強
化

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携

強
化

が
ん
化
学
療
法
の
機
能
強
化

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
医

療
機
能

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
体

的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

新
病
院
の
医
療
機
能function

地域とともに歩む伊万里有田共立病院
 特集

佐
賀
県
西
部
保
健
医
療
圏

伊万里有田共立病院での
対応が難しい場合のみ
長崎労災病院
嬉野医療センター
唐津赤十字病院
佐賀大学医学部付属病院
佐世保総合病院
国立佐賀病院　など

圏
内
の
医
療
機
関
な
ど

地
域
内
で
の
医
療

の
完
結
性
確
保

伊
万
里
有
田
共
立
病
院

一次救急

二次救急二次救急

一次救急

二次救急

患者の負担軽減

■伊万里有田共立病院開院後の急患対応のイメージ

佐
賀
県
西
部
保
健
医
療
圏

圏内の医療機関での
対応が難しい場合
長崎労災病院
嬉野医療センター
唐津赤十字病院
佐賀大学医学部付属病院
佐世保総合病院
国立佐賀病院　など

圏
内
の
医
療
機
関
な
ど

一次救急

二次救急二次救急

一次救急
患者に負担

■以前の急患対応のイメージ

※一次救急は手術や入院治療を必要としない患者への対応など、二次救
急は手術や入院治療を必要とする患者への対応などを表しています

新しく導入したアンギオ（血管造影）検査装置
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課
題
で
あ
っ
た
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
優
良
な
医
療
ス
タ
ッ
フ

が
揃
い
、
法
的
な
定
数
の
基
準
を
満
た
し
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
優
秀
な
医
師
の
確
保
な
ど
さ
ら
に
充
実
し
た
医
療
体
制
に

努
め
、
地
域
に
貢
献
す
る
病
院
と
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん

で
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
４
月
以
降
の
医
師
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
専
門
分
野

　
消
化
器
外
科
、
呼
吸
器
外
科

▽
専
門
分
野
　
消
化
器
、
一
般
外
科

▽
診
療
科
　
　
脳
神
経
外
科

▽
専
門
分
野 

脳
神
経
外
科
、
脳
腫し
ゅ

　
瘍よ
う

、
血
管
障
害
、
脊せ
き
つ
い椎
外
科

▽
診
療
科
　
　
循
環
器
内
科

▽
専
門
分
野
　
循
環
器
、一
般
内
科
、

64
列
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
心
臓
冠
動
脈

検
査
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
外
来

▽
診
療
科
　
　
救
急
科

▽
専
門
分
野
　
救
急
科
、
麻
酔
科

▽
診
療
科
　
　
神
経
内
科

▽
専
門
分
野
　
神
経
内
科

▽
診
療
科
　
　
小
児
科

▽
専
門
分
野
　
小
児
科

▽
診
療
科
　
　
整
形
外
科

▽
専
門
分
野
　
整
形
外
科

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　
消
化
器
、
一
般
内
科

▽
診
療
科
　
　
外
　
科

▽
専
門
分
野
　
消
化
器
外
科

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　
一
般
内
科

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　
呼
吸
器

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　
肝
臓
、
糖
尿
病

井
上
文
夫
　
院
　
長

▽
診
療
科
　
　
小
児
科

▽
専
門
分
野
　
小
児
神
経

▽
診
療
科
　
　
脳
神
経
外
科

▽
専
門
分
野
　
脳
神
経
外
科

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　
消
化
器

▽
診
療
科
　
　
外
　
科

▽
専
門
分
野
　
消
化
器
外
科

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　
一
般
内
科

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　
消
化
器
内
科

　
医
師
数
に
つ
い
て

　
当
院
で
必
要
と
さ
れ
る
医
師

数
は
、
統
合
前
の
受
診
者
数
な

ど
に
基
づ
き
21
人
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
開
院
時
に
は
常
勤

医
17
人
と
非
常
勤
医
19
人
を
確

保
し
て
お
り
、
こ
れ
を
常
勤
医

で
換
算
す
る
と
21
人
と
な
る
こ

と
か
ら
標
準
数
を
満
た
し
て
の

オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
４

月
か
ら
は
常
勤
医
19
人
と
非
常

勤
医
18
人
が
対
応
し
ま
す
。

小お

ぜ

き関
一
幸
　
医
療
監

桃も

も

さ

き﨑
宣の

ぶ

あ

き明
　
副
院
長

松
永
和
雄
　
副
院
長

吉
田
昌ま

さ

と人

吉
村
昌
也

後
藤
公ひ

ろ

ふ

み文

土
井
知と

も

き己

園
田
英ひ

で

と人

柴
田
貴た

か

ゆ

き章

古
賀
正ま

さ

ひ

ろ啓

田
中
達
也

山や
ま
の
う
ち内
康
平

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
外 　 科 山本、池田 山本、小関、園田 井上、小関、園田 山本、小関、池田 井上、園田、池田

内 　 科 蒲池 / 柴田、熊谷、
山内康、松永

山内寛、熊谷、柴田 蒲池、山内寛、柴田、
松永

山内康、熊谷、山内寛、
松永、柴田（ＨＯＴ）

熊谷、山内康、柴田、
松永

内  科【要予約】 松永（ダイエット外来）

松永（ダイエット外来）
・診察 13:00 〜 16:30
岩根（肝外来）
・診察 14:00 〜 16:30

佐賀大（循環器）
第１・３・５週
・受付 13:00 〜 16:30
・診察 14:00 〜

脳 神 経 外 科 桃﨑、田中 桃﨑 桃﨑 桃﨑 田中
神 経 内 科 後藤（新患） 後藤（再来） 後藤（新患） 後藤（再来）
整 形 外 科 下永吉 下永吉 下永吉 下永吉、松浦 下永吉
小 児 科 古賀 土井 古賀 土井 古賀、佐賀大
エ コ ー 佐賀大 / 松永（午後） 池田 熊谷 園田 佐賀大
上部内視鏡（午前） 井上 / 園田 山内康 / 蒲池 山内康 / 山本 長大外科 / 蒲池 小関 / 山内寛
下部　〃  （午後） 山内康 山内康 山内康 森田
透 　 視 放射線科 放射線科 放射線科 放射線科 放射線科
健 　 診 松本 松本 松本 松本 松本

耳鼻科
受 付   8:00〜11:30、12:00〜15:30 10:00〜11:30、12:00〜15:30
診 療 10:30〜12:00、13:30〜 10:30〜12:00、13:30〜

眼　 科
受 付 12:00 〜 16:00 12:00 〜 16:00
診 療 14:00 〜 14:00 〜

泌 尿
器 科

受 付   8:00〜11:30、12:00〜16:00   8:00〜11:30、12:00〜16:00
診 療   9:30〜12:00、14:00〜   9:30〜12:00、14:00〜

※担当医などについては、都合により変更する場合がありますので、まずはお問い合わせください

外来診療担当医表

下し

も

な

が

よ

し

永
吉
耕
一

山
本
一か

ず

は

る治

山や
ま
の
う
ち内
寛
子

蒲か

ま

ち池
沙さ

お

り

央
里

●通常の診察は午前中のみです（小児科は14:00〜17:00も診察）

doctor
医
師
の
紹
介

池
田
圭
介

熊く

ま

が

い谷
貴た

か

の

り文

当
院
の
常
勤
医
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地域とともに歩む伊万里有田共立病院
 特集

病院からのお知らせ

閉院式に参加した旧伊万里市民病院の
医療スタッフの皆さん

　２月 29 日をもって伊万里市民病院が閉院しま

した。同院は、昭和 28 年８月に二里村立病院

として開設。昭和 29 年４月の町村合併に伴い、

伊万里市民病院と改称しました。その後、増改

築を繰り返しながら、長きにわたり地域医療の

中核的施設としてその役割を担ってきましたが、

伊万里有田共立病院の開院に伴い、約 59 年の歴

史に幕を閉じました。

　旧市民病院で培った技術や経験などは、これ

からも新病院に受け継がれていきます。

伊万里市民病院が閉院

夫婦石駅

国道202号線

外来駐車場

県道伊万里・有田線

玄関

通用口

※西肥バスで来院す
る場合は、バスが
玄関先の停留所ま
で乗り入れます

自家用車の
経路

松浦鉄道を
下車してか
らの経路

　自家用車などで来院するときには、次のよう
な経路を通って来てください。
● 自家用車で来院する場合
　国道から踏切を渡ってすぐ左の駐車場は、病院
の地下につながっています。玄関から入るために、
上にある外来駐車場まで乗り入れてください。
● 松浦鉄道で来院する場合（伊万里側からの場合）
　夫

め お と い し

婦石駅で下車（左側のドアが開きます）。国道側に渡らず、
病院へのスロープ、外来駐車場の参道を通って来てください。
※上り坂が苦手な人は、病院西側にある通用口から入ること

もできます（地下からの来院になります）

　当院の面会時間は、午後２時から８時までです。皆さんの
ご協力をお願いします。

面会時間について

伊
万
里
有
田
共
立
病
院
の
開
院
に
あ
た
っ
て

　
10
年
前
、
市
長
に
立
候
補
す

る
と
き
、
政
策
の
大
き
な
柱
と

し
て
中
核
的
病
院
の
整
備
を
公

約
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
中
核
的
病
院
の
整

備
を
決
意
し
た
発
端
は
約
12
年

前
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
重

篤
な
救
急
患
者
を
市
外
の
医
療

機
関
へ
搬
送
せ
ざ
る
を
得
な
い

医
療
環
境
を
改
善
し
よ
う
と
、

当
時
の
有
浦
県
議
や
市
区
長
会

が
中
心
と
な
り
、
市
内
に
お
け

る
高
度
緊
急
病
院
の
必
要
性
を

訴
え
て
の
署
名
活
動
で
し
た
。

　
当
初
、
病
院
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
険
浦
ノ
崎
病
院

を
含
め
た
３
つ
の
病
院
の
統
合

を
模
索
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

社
会
保
険
改
革
の
遅
れ
な
ど
で

先
行
き
が
不
透
明
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
で
は
足
並
み
が
揃

わ
な
い
と
判
断
し
、
同
じ
自
治

体
病
院
で
あ
る
有
田
共
立
病
院

と
の
統
合
が
現
実
的
で
あ
る
と

考
え
、
当
時
の
岩
永
町
長
に
申

し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　「
建
設
場
所
は
有
田
町
に
」

と
い
う
条
件
が
つ
き
ま
し
た

が
、
場
所
の
決
定
に
つ
い
て
は

岩
永
町
長
に
任
せ
ま
す
と
即
座

に
返
事
を
し
ま
し
た
。
小
異
を

捨
て
て
大
同
に
つ
く
、
ま
さ
に

『
忍
』
の
心
境
で
し
た
。
し
か

し
、
建
設
候
補
地
選
定
委
員
会

か
ら
の
答
申
を
受
け
、
伊
万
里

に
最
も
近
い
有
田
町
二
ノ
瀬
地

区
を
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
最
大
限
の
配
慮
を
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
と
、
今
で
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
も
、
両
自
治
体
が
お

互
い
に
主
張
す
べ
き
と
こ
ろ
は

主
張
し
、
譲
る
べ
き
と
こ
ろ
は

譲
っ
て
合
意
を
一
つ
ず
つ
取
り

付
け
、
今
日
ま
で
来
た
の
か
な

と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
60
床
だ
っ
た
伊
万
里
市
民
病

院
は
、
統
合
に
よ
っ
て
２
０
６

床
の
中
核
的
病
院
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
今
ま
で
な
か
っ
た
脳
神

経
外
科
な
ど
診
療
科
目
も
19
科

目
と
大
き
く
増
え
ま
し
た
。
私

は
地
域
医
療
を
守
り
た
い
一
念

で
中
核
的
病
院
の
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の

医
療
機
関
と
の
連
携
を
通
じ

て
、
住
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
病
院
と
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
開
院
に
至
る
ま
で
に
ご
苦
労

い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
伊
万
里
市
長
　
塚
部
　
芳
和
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■問合先  長寿社会課医療保険係　（☎㉓２１５３）

● 所得の低い人などへの保険料の軽減

年間の
保険料 １人当たり

49,500 円

均等割額
被保険者に係る基礎控除後の

総所得金額× 9.6％

所得割額
＝ ＋

保険料が軽減される場合

● 被用者保険の被扶養者であった人の軽減

『基礎控除後の総所得金額』が 58 万円以下の人 ５割軽減

『基礎控除（33 万円）』を超えず、かつ被保険者
一人ひとりの年金収入が 80 万円以下の世帯

『基礎控除（33 万円）』を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 24.5 万円×世帯主を
除く被保険者数』を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 35 万円×被保険者数』
を超えない世帯

９割軽減 均等割額  　4,900 円

8.5 割軽減 均等割額  　7,400 円

５割軽減 均等割額  24,700 円

２割軽減 均等割額  39,600 円

平成 24・25 年度の 保険料のお知らせ

　後期高齢者医療制度では、法律により県内均一で２年ごとに保険料率が決定されます。この度、佐賀県後
期高齢者医療広域連合において、平成 24・25年度の保険料率が決まりましたのでお知らせします。

　保険料は、被保険者１人当たりいくらと決める『均等割額』と、被保険者の所得に応じて決める『所得割額』
を合計した額（限度額 55 万円）です。

　所得などに応じて、以下のような軽減措置が設けられています。軽減
を受けるために、改めて手続きする必要はありません。

　世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世帯主の総所得金額などの合計額が次の場
合、均等割額が軽減されます。均等割額

　所得割を負担する人で、賦課のもととなる所得金額（基礎控除後の総所得金額など）が次
の場合、所得割額が軽減されます。

※年金収入のみの場合、年金収入 153 万円から 211 万円までの被保険者が該当します

　後期高齢者医療制度に加入する前日において、被用者保険（健康保険組合や共済組合など）の被扶養者であった
人は、均等割額が９割軽減（年額 4,900 円）されるほか、所得割が賦課されません。

所得割額

保険料の計算方法（平成 24・25 年度分）

　厚生労働省や市の職員を名乗り、医療費などの還付を理由にＡＴＭ（現金自動預払機）で現金を受け取るよう言葉
巧みに持ちかけて振り込ませたり、ＡＴＭの操作ができない人からキャッシュカードを預かり、現金を引き出したり
する『還付金詐欺』が全国で多発しています。
　市職員がＡＴＭの操作を持ちかけたり、キャッシュカードを預かったりすることは絶対にありません。不審な電話
には十分注意をしてください。

後期高齢者医療制度

注 意　全国で後期高齢者医療の『還付金詐欺』が多発中
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市
で
は
、
新
た
に
地
域
防
災
計

画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
玄

海
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
発
生

し
、
放
射
性
物
質
ま
た
は
放
射
線

が
放
出
さ
れ
る
な
ど
の
万
が
一
の

原
子
力
災
害
に
つ
い
て
、
市
や
防

災
関
係
機
関
な
ど
が
と
る
べ
き
措

置
を
定
め
る
も
の
で
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
原
子
力
防
災
事
務
ま

た
は
業
務
の
遂
行
に
よ
っ
て
、
市

民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を

　
伊
万
里
市
地
域
防
災
計
画

　
　
　
　（
原
子
力
災
害
対
策
編
）に
つ
い
て

 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

パブリックコメント案内
◆公表する案および資料
　伊万里市地域防災計画 ( 原子力災害対策編）
◆意見募集期間　４月２日（月）～５月１日（火）
◆案の公表先・入手先
①総務課または情報広報課市民サービス係
②各町公民館または市民図書館
③市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　住所・氏名（または団体）を明記のうえ次のいずれか

の方法により提出してください
　なお、お寄せいただいた意見については、その概要

と市の考え方を市のホームページなどで公表します
▷電子メール　soumu@city.imari.lg.jp
▷郵　便　　　〒 848-8501
　　　　　　　伊万里市立花町 1355 番地１
　　　　　　　伊万里市役所　総務課　あて
▷直接提出　　案の公表先①か②へ提出してください
▷ファックス　０９５５㉒７２１３
◆問合先　総務課防災危機管理室（  ☎㉓２１２３）

春 交通事故死ゼロをめざす日　４月10 日�
▶４月６日 �〜15 日 �

● 問合先　総務課行政係（☎㉓２１２３）

の交通安全県民運動
◆『新入学児童を交通事故から守る日』

通学指導キャンペーン
　小学校に入学した新１年生にとっては、慣れない通学路を通
ることや、友達が増え行動範囲が広がることで、交通事故にあ
う危険性が高まります。そこで、伊万里市交通対策協議会では、
新入学児童を交通事故から守るため、市民総参加の『新入学児童
を交通事故から守る日』通学指導キャンペーンを行います。

【通学指導】
▶日　時　４月 12 日（木） 午前７時〜７時 50 分
▶内　容　●道路の正しい歩き方　●道路横断の方法
　　　　　●あいさつなどの声かけ指導
　当日は、各小学校の通学路で、新入学児童の保護者や小学校の
先生、交通安全指導員の皆さんらにより、市内一斉に新１年生に対
する通学指導が行われます。市民の皆さんもぜひ参加して、通学
路を交通安全の輪でいっぱいにしましょう。

　　飲酒運転防止のポイント

▶仲間内での呼びかけ　
　飲酒運転は絶対にしないよう
に呼びかけ合いましょう
▶ハンドルキーパー運動の推進
　お酒を飲み始める前に、運転手を決めて
おきましょう
▶代行運転の活用　
　翌日車を使う必要がある人は、代行運転
を活用しましょう。また、幹事が車を運転
してきた人を把握しておくことも重要です
▶アルコールに対する知識　
　一般的にビール 500 ｍｌのアルコール
が体内で完全に消化されるには約４時間か
かると言われています。翌日車を運転する
人は飲み過ぎに注意しましょう

　この時期は、お花見や歓送迎会など飲酒
の機会が増えます。皆さん、飲酒運転は取
り返しがつかない重大な犯罪だということ
を再度認識してください。

原
子
力
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
国
の
防
災
基
本

計
画
、
県
の
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
い
て
作
成
す
る
も
の
で
あ
り
、

市
の
原
子
力
災
害
対
策
の
基
本
と

な
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
計
画
案
に
つ
い
て
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に

す
る
た
め『
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
』

を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見

を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　『求職者支援制度』とは、雇用保険を受給できない人が、職業訓練によるスキルアップを通じて早期就職を実現する

ために、国が支援する制度です。

【支援内容】

①再就職に必要なスキルを身につけるための職業訓練を受講できます

②訓練期間中も訓練終了後も、ハローワークが積極的に就職を支援します

③一定要件を満たす人に、訓練期間中、月 10 万円の『職業訓練受講給付金』を支給します

■問合先　ハローワーク伊万里（☎㉓２１３１）

求職者支援制度による『求職者支援訓練』を受講してみませんか



◆対象のワクチン
▷子宮頸がん予防ワクチン　子宮頸

けい

がんの原因となるヒトパピローマウイルス（HPV）の感染を予防するワクチン

▷ヒブ（インフルエンザ菌 b 型）ワクチン　細菌性髄膜炎などの発症を予防するワクチン

▷小児用肺炎球菌ワクチン　細菌性の髄膜炎や肺炎などの発症を予防するワクチン

◆実施期間　４月から平成 25 年３月末まで

◆接種費用　無　料（全額公費で負担します）

◆実施医療機関　詳しくは、４月 15 日発行の市役所だよりや市のホームページをご覧ください

◆接種の受け方
　接種を希望する人は、直接、実施医療機関に申し込んでください（個別通知はありません）。また、ヒブ、小児用

肺炎球菌ワクチンは、県内の医療機関でも受けることができます。詳しくは、県のホームページをご覧ください

◆ワクチン接種を受ける前に
　子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチンおよび小児用肺炎球菌ワクチンは任意の予防接種であり、接種を受ける

法律上の義務はありません。保護者の人は、ワクチン接種の必要性や副反応を理解した上での接種をお願いします

▷子宮頸がん予防ワクチン

▷ヒブワクチン

▷小児用肺炎球菌ワクチン

◆対象者　

公費助成を
  行っています

● 問合先　健康づくり課（　☎㉒３９１６）

子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン

ワクチン名 対象年齢等

子宮頸がん予防ワクチン
中学２年生〜中学３年生相当の年齢に該当する女子（平成９年４月２日〜平成 11 年４月
１日生まれ）

 ヒブワクチン 生後２か月〜５歳未満
 小児用肺炎球菌ワクチン 生後２か月〜５歳未満

ワクチン（製品）名 接種スケジュール

サーバリックス（２価） ３回接種（２回目：初回接種の１か月後　３回目：初回接種の６か月後）
 ガーダシル（４価） ３回接種（２回目：初回接種の２か月後　３回目：初回接種の６か月後）

接種開始年齢 接種スケジュール

２か月以上７か月未満
初回免疫

４週間から８週間の間隔で３回接種する（ただし、医師が必要と認めた
場合は、３週間の間隔で接種することができる）

追加免疫 初回免疫終了後、おおむね１年の間隔をおいて１回接種する

７か月以上１歳未満
初回免疫

４週間から８週間の間隔で２回接種する（ただし、医師が必要と認めた
場合は、３週間の間隔で接種することができる）

追加免疫 初回免疫終了後、おおむね１年の間隔をおいて１回接種する

１歳以上５歳未満 ー １回接種する

接種開始年齢 接種スケジュール

２か月以上７か月未満
初回免疫 27日以上の間隔で３回接種する（３回目の接種は１歳未満で、終了する）

追加免疫
初回免疫終了後、60 日以上の間隔をおいて１回接種する（標準として
１歳から１歳３か月の間に行う）

７か月以上１歳未満
初回免疫 27 日以上の間隔で２回接種する

追加免疫 初回免疫終了後、60 日以上の間隔をおいて１歳以降に１回接種する

１歳以上２歳未満 ー 60 日以上の間隔で２回接種する

２歳以上５歳未満 ー １回接種する

※サーバリックスとガーダシルは、いずれも３回接種することになっており、混合して接種することはできません。
すでにサーバリックスで接種を開始した人は、２回目以降も引き続きサーバリックスを接種してください

◆接種スケジュール　

　伊万里市民であり、実施期間内に次の年齢に該当する人が公費助成の対象になります

　※接種を開始する年齢によって異なります

　※使用するワクチンによって異なります

　※接種を開始する年齢によって異なります

82012.4
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小型動力ポンプ付積載車を東山代分団第６部に配置
　３月８日、小型動力ポンプ付積載車が、川内野地区と日南郷地区を管轄

する消防団東山代分団第６部に配置されました。この日、消防本部で行わ

れた配置式では、諸石義弘消防団長をはじめ多くの関係者が参加しました。

　今回の配置により、火災予防はもとより消火活動などにおいて、今後さ

らなる防災力の向上、地域住民の安全・安心の確保が期待されます。

●問合先　消防本部消防総務課消防団係（　 ☎㉓２１１６）
↑東山代分団に配置された小型動力ポ

ンプ付積載車

　
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
の
交
付

を
受
け
た
の
は
、
波
多
津
町
煤

屋
女
性
消
防
隊
で
す
。
今
後
、

地
域
に
お
け
る
初
期
消
火
活
動

と
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
大
坪
保
育
園
に
は
、
和
太
鼓

セ
ッ
ト
、
大
里
保
育
園
、
伊
万

里
幼
稚
園
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ

ク
幼
稚
園
に
は
鼓
笛
セ
ッ
ト

が
そ
れ
ぞ
れ
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、

鼓
笛
演
奏
な
ど
の
活

動
を
通
じ
て
幼
少
期

に
お
け
る
防
火
意
識

の
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
消
防

本
部
に
防
火
広
報
用

視
聴
覚
資
器
材
を
整

備
し
ま
し
た
。
今
後
、
多
く
の

市
民
を
対
象
と
し
た
防
火
研
修

な
ど
を
行
い
火
災
予
防
思
想
の

普
及
に
役
立
て
ま
す
。

　
こ
の
日
に
交

付
さ
れ
た
器
材

な
ど
は
、
い
ず

れ
も
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
助
成
を

受
け
て
購
入
し
た
も
の
で
宝
く
じ

の
財
源
を
収
入
と
し
て
い
ま
す
。

▽
女
性
消
防
隊
へ

▽
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
へ

↑交付式後に記念撮影をする関係者の皆さん

初
期
消
火
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
　
育
成
に
役
立
て
ま
す

● 

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備

↑和太鼓・鼓笛セット（左）と 軽可搬消防ポンプ↑

　
火
災
時
の
初
期
消
火
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
目
的
と
し

て
整
備
さ
れ
た
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
と
幼
年
消
防
活
動
用
資
器
材

の
交
付
式
が
３
月
１
日
に
消
防
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

●

問
合
先
　
消
防
本
部
予
防
課
（

☎
㉓
２
１
１
８
）

▽
そ
の
他

● 

応
募
で
き
る
団
体
　

　
市
内
で
活
動
す
る
３
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ

※
う
ち
一
人
は
成
人
で
、
会
員
の
過

半
数
が
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

● 

対
象
事
業
（
支
援
期
間
・
補
助
額
）

①
具
体
的
な
事
業
を
行
う
『
ま
ち

づ
く
り
計
画
実
施
事
業
』

▽
支
援
期
間
　
最
長
３
年
間

▽
補
助
額
　
　
50
万
円
以
内

※
３
年
間
の
補
助
金
総
額
は
１
０
０

　
万
円
以
内

②
ア
イ
デ
ア
や
計
画
を
調
査
・
研

　
究
す
る
『
ア
イ
デ
ア
立
案
事
業
』

▽
支
援
期
間
　
１
年
間

▽
補
助
額
　
　
10
万
円
以
内

● 

応
募
期
間
　
４
月
２
日
（
月
）　

　
　
　
　
〜
４
月
27
日
（
金
）

● 

応
募
方
法
　
男
女
協
働
・
ま
ち

づ
く
り
課
、
各
町
公
民
館
、
市

民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館
、

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け

て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、　
応
募
先
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　
ゆ
め
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自

主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
『
伊
万
里
市
21
世
紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画

支
援
事
業
』
の
今
年
度
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
夢
を
実
現
し
ま
す
！ 

応
募
団
体
を
募
集
中

21
世
紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画
支
援
事
業

　平成 23 年度『21 世紀市民ゆめづくり
計画支援事業』で多数の応募の中から採
択された４件の事業について、実施団体
がその成果を発表します。お気軽にご参
加ください。
●日　時　４月 15 日（日）
　　　　　午後１時 30 分〜３時
●場　所　市民センター文化ギャラリー
●採択事業・報告団体　
①エコ屋『つどい』事業／クリーンの環

わ

②温故知新ふるさと探検隊／伊万里市観
光ボランティアガイドの会

③青少年と一般市民を対象にした郷土愛
育成プログラム推進事業／特定非営利
活動法人まちづくり伊萬里

④花いっぱいの『まちづくり』／みどり
の会

●参加費　無料

ゆめづくり事業成果報告会を開催
●

問
合
・
応
募
先
　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課
（

☎
㉓
２
１
１
５
）
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● 

助
成
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

▽
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
利
用
し

て
い
な
い
人

▽
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

▽
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

● 

助
成
対
象
住
宅
　
市
内
に
自
ら

居
住
し
、
所
有
し
て
い
る
住
宅

（
配
偶
者
ま
た
は
子
、
親
な
ど
が

所
有
す
る
場
合
を
含
み
延
べ
床

面
積
50
㎡
以
上
）
で
、
建
築
基

準
法
に
適
合
し
て
い
る
も
の

※
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅

は
個
人
専
有
部
分
（
50
㎡
以
上
）

※
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
は
個

人
住
宅
部
分
（
２
分
の
１
以
上
、

50
㎡
以
上
）

● 

対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

県
内
に
居
住
す
る
個
人
事
業
者

ま
た
は
県
内
に
本
店
を
有
す
る

法
人
事
業
者
が
請
け
負
っ
て
行

う
、
増
築
、
改
築
、
修
繕
、
模

様
替
え
お
よ
び
機
能
維
持
も
し

平
成
24
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
助
成
事
業

　
市
は
、
住
宅
の
質
の
向
上
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
県
内
の
施
工
業
者
に
工
事
を
発
注
し

て
、
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
す
る
場
合
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

く
は
向
上
の
た
め
の
工
事

※
該
当
す
る
工
事
内
容
に
つ
い
て

は
、
問
合
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

※
助
成
金
の
申
請
後
に
着
手
す
る

も
の
で
、
平
成
25
年
３
月
８
日

(

金)

ま
で
に
工
事
が
完
了
し
、

実
績
報
告
書
が
提
出
で
き
る
も

の
に
限
り
ま
す

● 

助
成
金
の
額

▽
基
本
助
成
金
（
限
度
額
20
万
円
）

50
万
円
（
消
費
税
込
み
）
以
上
の

助
成
対
象
工
事
に
15
％
を
乗
じ

て
得
た
額（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

▽
加
算
助
成
（
限
度
額
20
万
円
）

機
能
向
上
の
対
象
工
事
項
目
ご

と
に
定
め
た
額
（
１
～
10
万
円
）

● 

受
付
期
間

▽
第
１
回
募
集
期
間
　
４
月
23
日

(

月)

～
４
月
27
日(

金)

※
第
２
回
目
以
降
に
つ
い
て
は
、

毎
月
第
３
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
一
週
間
と
し
ま
す
（
５

月
以
降
）

※
各
期
間
の
受
付
予
定
件
数
は
40

件
程
度
で
す

※
予
算
枠
を
超
え
た
場
合
は
、
そ

の
時
点
で
受
付
を
締
め
切
り
、

以
降
の
募
集
を
し
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
　

● 

申
込
方
法

▽
申
込
・
相
談
窓
口
　
市
役
所
２

階
の
建
設
課
建
築
住
宅
係
に
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
か
ら
５
時(

平

日
の
み)

▽
申
請
書
類
　
建
設
課
建
築
住
宅

係
の
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
で
き
ま
す

　助成事業の内容や申請に当たっての注意事項など、市民や
工事事業者の皆さんを対象に説明会を開催します。
● 日　時　４月 16 日（月）午後６時 30 分〜
● 会　場　市民センター文化ギャラリー（１階）
● 対象者　申請者、工事事業者など
● 定　員　120 名（事前申し込みが必要です）
※申請書類を当日配布します
※説明会に参加しなくても申請は可能です

あ
な
た
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
応
援
し
ま
す

● 

問
合
先
　
建
設
課
建
築
住
宅
係
（
　
☎
㉕
９
２
７
３
）

事業説明会にご参加ください

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　

塚
部 

芳
和

　

千
昌
夫
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
北

国
の
春
』『
夕
焼
け
雲
』『
望
郷
酒

場
』
は
、
都
会
に
住
む
人
た
ち
が

自
分
の
ふ
る
さ
と
を
想
う
叙
情
演

歌
の
決
定
版
で
す
。
千
さ
ん
は
、

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
壊
滅
的

な
打
撃
を
被
っ
た
陸
前
高
田
市

の
出
身
で
す
。
大
震
災
か
ら
一
年

経
っ
た
今
、
北
国
の
春
は
や
っ
て

来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

『
夕
焼
け
雲
』
の
一
節
に
は
、「
帰

れ
な
い　

帰
り
た
い
け
ど
帰
れ
な

い
」と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。今
で
は
、

ふ
る
さ
と
の
原
風
景
の
面
影
も
あ

り
ま
せ
ん
。『
北
国
の
春
』
に
出
て

く
る
親
父
似
の
無
口
な
兄
貴
や
都

会
で
は
季
節
が
分
か
ら
な
い
だ
ろ

う
と
小
さ
な
包
み
を
送
り
届
け
て

く
れ
た
お
ふ
く
ろ
も
津
波
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
被
災
地
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
東
北
地
方
出
身
の
都

会
の
人
た
ち
も
大
き
な
喪
失
感
に

浸
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
も
１
月
と
２

月
に
、
伊
万
里
出
身
者
の
会
『
東

京
伊
万
里
会
』『
東
京
南
波
多
会
』『
関

西
ふ
れ
あ
い
伊
萬
里
ん
も
ん
会
』
か

ら
ご
案
内
を
受
け
、
出
席
し
て
き

ま
し
た
。
ど
の
会
も
比
較
的
中
年

の
方
の
出
席
が
多
く
、
経
済
界
や

官
公
庁
、
芸
能
界
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
な
ど
多
士
済
済
で
し
た
。

　

年
を
重
ね
れ
ば
、
人
は
誰
し
も

自
分
の
ふ
る
さ
と
が
想
い
出
さ

れ
、
恋
し
く
な
る
も
の
で
す
。
伊

万
里
と
い
う
共
通
の
ふ
る
さ
と
を

持
つ
会
は
『
ふ
る
さ
と
の
な
ま
り

飛
び
交
う
親
睦
会
』
で
、
ふ
る
さ

と
か
ら
取
り
寄
せ
た
特
産
品
に
舌

鼓
を
打
ち
、
抽
選
会
の
景
品
も
全

て
伊
万
里
の
特
産
品
と
い
う
、
ま

さ
に
『
伊
万
里
三
昧
の
会
』
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
『
ふ
れ
あ
い
伊
萬
里
ん
も

ん
会
』
で
、
ふ
る
さ
と
伊
万
里
の

現
状
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
『
伸

び
ゆ
く
伊
万
里
』
と
題
し
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
い
市
全
体
や
各
町
毎
の

写
真
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
大
き
く
映

し
出
し
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
皆
さ
ん
は
、
目
を
輝
か
せ

て
見
入
ら
れ
、
懐
か
し
さ
と
期
待

感
で
い
っ
ぱ
い
と
い
う
雰
囲
気
が

漂
い
ま
し
た
。
特
に
、
会
員
の
一

人
が
「
帰
れ
る
ふ
る
さ
と
が
あ
る

こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
」
と
話

さ
れ
た
の
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
頑
張
れ
市
長
！
伊

万
里
を
頼
む
ぞ
！
」
と
エ
ー
ル
を

送
ら
れ
た
上
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

ま
で
し
て
い
た
だ
き
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ

て
暮
ら
す
方
々
に
と
っ
て
、
心
安

ら
ぎ
、
誇
り
に
思
え
る
、
そ
し
て
、

た
ま
に
は
帰
っ
て
み
た
い
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
、『
ふ
る
さ
と
伊
万

里
』
を
創
っ
て
い
か
ね
ば
と
決
意

を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

 

ふ
る
さ
と
伊
万
里
会
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市
が
平
成
19
年
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
『
家
読
』
を
さ
ら
に
広
め

よ
う
と
、
３
月
３
日
に
松
浦
公
民

館
で
『
松
浦
町
家
読
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』、４
日
に
黒
川
公
民
館
で
『
黒

川
町
家
読
の
す
す
め
発
表
会
』
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
会
場
も
、
家
読
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
佐
川
二つ

ぐ
す
け亮

　
　
　

　
　
市
街
地
の
商
店
街
は
、
毎
年

１
月
、
招
福
伊
万
里
え
び
す
祭

り
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
伊
万
里
町
の
商
家
で
は
、
毎

年
１
月
20
日
に
、
商
売
繁
盛
を

願
っ
て
七
福
神
の
一
人
、
え
び

す
を
ま
つ
っ
て

き
ま
し
た
。
昔

の
え
び
す
祭
り

の
宴
席
で
は
、

お
謡
い
三
番
の

後
、『
算そ
ろ
ば
ん盤
く

ど
き
』
と
い
う

民
謡
が
歌
わ
れ

た
と
い
い
ま
す
。

　
現
在
で
も
市
街
地
に
、
22
基

以
上
の
え
び
す
の
石
像
や
祠
ほ
こ
ら

が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
魚
を
荷
揚
げ
し

て
い
た
伊
万
里
町
の
洗
あ
り
ゃ
ー
き
ぃ
切
で

は
、旧
暦
正
月
廿は
つ
か日

に『
鯛
と
り
』

と
い
っ
て
、
若
者
た
ち
が
水
を

か
け
ら
れ
な
が
ら
、
え
び
す
に

供
え
ら
れ
た
鯛
を
勇
壮
に
奪
い

合
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
え
び
す
は
海
か
ら
来
て
、
豊

漁
や
富
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
ま

す
。
福
岡
市
東
区
の
筥
崎
宮
の

『
玉
せ
せ
り
』

な
ど
、
海
か
ら

来
た
と
さ
れ
る

木
玉
や
丸
石
を

奪
い
合
う
の

も
、
そ
の
信
仰

に
基
づ
い
て
い

ま
す
。

　
洗
切
で
も
、
鯛
を
海
か
ら
来

た
え
び
す
に
見
立
て
て
奪
い
合

い
、
豊
漁
を
祈
っ
て
い
た
の
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
毎
年
１
月
20
日

に
、
漁
港
が
あ
る
波
多
津
町
浦

で
、
漁
業
関
係
者
が
、
え
び
す

に
豊
漁
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。

　二
十
日
え
び
す

〜 

商
売
繁
盛
や
豊
漁
を
祈
る
行
事 

〜
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
伝
統
の
祭
り
や
行
事

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
　
３
１
８
６
）

◯23

広がっています！
モデル地区の取り組み
（松浦町・黒川町）

黒川公民館で、家読の大切さ
について講演する佐川さん

さ
ん
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
家

読
の
方
法
や
効
果
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
。「
家
読
は
、
読
書

を
通
じ
て
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
な
ど
、
絆
づ
く

り
の
た
め
の
最
良
の
手
段
。
親
が

率
先
し
て
本
を
読
み
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
家
読
は

日
本
だ
け
で
な
く
韓
国
や
台
湾
な

ど
世
界
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
伊

万
里
の
皆
さ
ん
は
そ
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

会
場
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
松
浦
公
民
館
で
は
、『
お
は
な
し

と
っ
く
ん
』
に
よ
る
劇
の
ほ
か
、

松
浦
小
学
校
図
書
委
員
会
に
よ
る

紙
人
形
劇
や
児
童
・
生
徒
た
ち
に

よ
る
読
書
感
想
文
の
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
、ま
た
、黒
川
公
民
館
で
は
、

黒
川
小
学
校
児
童
ら
に
よ
る
紙
芝

居
、
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
児
の
お
は

な
し
劇
、
家
読
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
『
こ

こ
ろ
つ
な
い
で
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
＆
ｔ
ａ

ｌ
ｋ
』
の
合
唱
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
各
会
場
で
は
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
催
し
を
通
じ
て
、
多

く
の
来
場
者
が
家
読
へ
の
認
識
を

さ
ら
に
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
市
の
重
要
な
文
化
財
で
あ
る
肥

前
窯
跡
を
保
護
す
る
た
め
、
窯
跡

保
存
対
策
協
議
会
は
３
月
５
日
、

盗
掘
で
荒
ら
さ
れ
た
窯
跡
の
埋
め

戻
し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
古
唐
津
を
焼
成

し
て
い
た
市
内
の
窯
跡
を
盗
掘
な

ど
の
被
害
か
ら
守
ろ
う
と
、
平
成

19
年
３
月
に
発
足
。
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
の
地
道
な
保
護
活
動
の
お
か

げ
で
、
一
時
は
被
害
が
減
少
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
11
月

か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
再
び
盗

掘
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

今
回
の
保
護
活
動
の
実
施
に
至
っ

た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
作
業
が
行
わ
れ
た
の

は
、
茅
ノ
谷
１
号
窯
跡
（
松
浦
町
）

と
神
谷
窯
跡
（
大
川
町
）
の
市
内

２
か
所
。
会
員
を
は
じ
め
、
地
元

住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
活
動

に
参
加
し
た
約
20
人
は
、
無
惨
に

も
掘
り
返
さ
れ
た
窯
跡
を
ス
コ
ッ

プ
な
ど
で
丁
寧
に
埋
め
戻
し
、
盗

掘
防
止
を
喚
起
す
る
た
め
の
警
告

看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

◯38

船屋町のえびす石像

卑劣な盗掘から
大切な窯跡を守る

急な勾配にもかかわらず懸命に埋め戻し作業
を行う参加者の皆さん（大川町の神谷窯跡）

窯跡の保存活動を実施
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まちの話題

↑訓練の実演を交えながら講演する鍋島さんと盲導犬のシーザー

　　　 視覚障害者の鍋島敏明さんが実演を交え講演盲導犬のことを知って福祉を学ぶ

　明星桜の遺伝子を受け継ぐ苗木 10 本が東山代町浦川内

地区に里帰りしました。これは、県天然記念物である明星

桜を後世に残そうと『明星桜保存会』が熊本県の森林総合

研究所林木育種センター九州育種場に増殖を依頼していた

もので、この日、同会メンバーが親木の近くに３本を植樹。

明星桜２世の誕生に住民たちも笑顔を見せていました。

↓明星桜の遺伝子を持つ苗木を植樹する明星桜保存会のメンバー

　　　 明星桜の『こども』が里帰りし、保存会が植樹おかえりなさい明星桜の２世たち

　子どもたちに地元特産品の素晴らしさを知

ってもらおうと、市内最大規模の肥育牛農家・

松尾勝馬さんが 5,830 個の伊万里牛ハンバ

ーグ（750 ㌔、牛２頭分相当）を市に無償提供。

贈呈式が行われた黒川小学校では、６年生が

松尾さんらと一緒に給食を食べ、特別なハン

バーグを満面の笑顔で味わっていました。『ふ

るさと食材伊万里の日』のこの日、市立幼稚

園や小中学校の給食では愛情こもったハンバ

ーグが登場し、子どもたちを喜ばせました。

　　　 肥育牛農家が給食にハンバーグを提供伊万里が誇る特産品に舌鼓

↓おいしそうにハンバーグをほおばる児童など黒川小６年１組での給食の様子

みんなの広場

給食を配膳する児童たち 松尾さんと一緒に食べました黒川小で行われた贈呈式の様子

　盲導犬のことを知る福祉学習会が波多津東小学校で行わ

れ、全校児童 41 人が参加しました。講師は唐津市在住の

鍋島敏明さん。児童たちは、盲導犬の役割や訓練の内容、

日ごろの生活など、実演を交えながらの話に聞き入ってい

ました。また、鍋島さんと一緒にドラム演奏でふれあうな

ど、講話や音楽を通じて福祉の大切さについて学びました。

3.6

2.21

3.2
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みんなの広場 このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

　市民図書館で『めばえの日』が開催され、ぜんざい 300 食

が来館者に振る舞われたほか、いすの木合唱団のコンサー

トや古本市など多彩な催しが行われました。これは平成６

年２月 26 日の市民図書館の起工式で約 200 人の市民がぜ

んざいを食べて祝ったことを記念し、その気持ちを忘れな

いよう図書館フレンズいまりが毎年行っているものです。

↓美味しいぜんざいを食べながら、楽しい会話でくつろぐ家族連れ

　　　 図書館めばえの日・ぜんざい会あの喜びを温かいぜんざいで祝福

↑出発前、現地で渡す横断幕のそばで写真に収まる５人の生徒

　伊万里商業高校生徒会の生徒５人が、３月 16 〜 18 日

の３日間、東日本大震災の被災地・宮城県宮城郡七ヶ浜

町を訪れ、がれきの撤去作業などのボランティア活動や

義援金の納入、明星桜のクローン苗木の植樹を行いまし

た。また、仙台商業高校に全校生徒の思いを寄せた横断

幕や同校開発の『伊万里焼きカレー』200 個を贈りました。

　　　 伊万里商業が取り組んだ『伊万里からできること』復興願いボランティア活動や植樹

　市内に住む外国籍住民と市民が交流することにより共生

の輪を広げようと、東山代町川内野地区『夢耕房たきの』

で多文化交流事業が開催されました。この日は、中国やニ

ュージーランド出身の６人が参加。夢耕房農産加工グルー

プの皆さんと黒米料理に挑戦したほか、地区老人会の指導

でわら草履作りなどを行い、楽しく交流を深めていました。

↑栄養分が豊富な黒米を使った巻寿司づくりに挑戦する参加者

　　　 市国際交流協会主催の多文化交流事業第６弾黒米料理作って食べて楽しく交流

　伊万里農林高校森林工学科の卒業生が、在学中に製作し

た津波ハザードマップを披露しました。昨年４月から課

題研究として取り組み、避難所付近の聞き取り調査などを

経て、伊万里湾に面する市街地などの立体模型を製作。海

面からの高さや避難所などがわかりやすく表示されていま

す。卒業生らは「地域の防災に役立てて」と話していました。

↓ハザードマップを披露する池田教諭（左から２人目）と卒業生ら

　　　 伊農高の生徒が津波ハザードマップを製作地域の防災対策に役立ててほしい

3.83.16

2.26

2.26
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
な

ど
に
利
用
さ
れ
、
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
伊
万
里
湾
大
橋
球
技
場

で
、
２
月
19
日
に
市
緑
の
少
年
団
、

26
日
に
は
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

や
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
植

樹
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
同
球
技
場
に
日
陰
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
来
場
者
に
も
っ
と
快

適
に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、『
美
し
い
緑
の
郷

土
づ
く
り
県
民
運
動
伊
万
里
市
推

進
協
議
会
』
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
シ

ラ
カ
シ
や
ク
ス
ノ
キ
な
ど
約
50
本

の
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
『
み
ど

り
の
会
』
に
よ
る
芝
桜
の
苗
の
植

栽
作
業
が
、
２
月
25
日
、
国
見
台

公
園
南
側
の
相
撲
場
付
近
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
公
園
は
桜
の
名
所

と
し
て
有
名
で
す
が
、
３
月
末
か

ら
５
月
末
ま
で
ピ
ン
ク
の
じ
ゅ
う

た
ん
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
咲
く

魅
力
的
な
運
動
施
設
に
変
身
さ
せ
よ
う

伊
万
里
湾
大
橋
球
技
場
と
国
見
台
公
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

芝
桜
を
新
た
に
植
え
る
こ
と
で
、

市
民
に
長
期
間
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
市
の
『
21
世
紀
市
民
ゆ
め

づ
く
り
計
画
支
援
事
業
』
の
補
助

金
を
活
用
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
日
は
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
75
人
が
参
加
。
斜
面
を
掘
り

起
こ
し
、
約
３
０
０
０
株
の
苗
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
市
民

の
癒
し
の
場
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
万
里
湾
大
橋
球
技
場
で
植
樹

国
見
台
公
園
に
は
芝
桜
を
植
栽

↑伊万里湾大橋球技場の駐車場付近に苗木を
植える市緑の少年団の子どもたち

↑桜の名所として知られる国見台公園の相撲
場付近の斜面に芝桜の苗を植栽する参加者

　
３
月
８
日
、
め
で
た
く
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
脇
山
ヤ
チ

ヨ
さ
ん
を
、
塚
部
市
長
が
訪
問
し
、

記
念
の
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
温
和
で
優
し
い
性
格
の
ヤ
チ
ヨ

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
病
気

で
の
入
院
は
な
く
、
お
元
気
そ
の

も
の
。
今
も
料
理
や
洗
た
く
な
ど

身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
行
う

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
農
業
に

長
年
従
事
さ
れ
た
働
き
者
で
、
現

在
も
畑
で
の
野
菜
づ
く
り
が
楽
し

み
で
日
課
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
生
き
の
秘
訣け

つ

は
、『
よ
く
体
を

動
か
す
こ
と
』『
野
菜
や
魚
中
心

の
規
則
正
し
い
食
生
活
を
送
る
こ

と
』
だ
そ
う
で
す
。

　
ヤ
チ
ヨ
さ
ん
は
、
塚
部
市
長
か

ら
メ
ダ
ル
を
贈
ら
れ
る
と
、
手
を

合
わ
せ
て
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
お

孫
さ
ん
や
ひ
孫
さ
ん
ら
ご
家
族
に

囲
ま
れ
て
幸
せ
そ
う
な
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

↑
塚
部
市
長
か
ら
百
寿
メ
ダ
ル
を
贈
呈

さ
れ
た
脇
山
ヤ
チ
ヨ
さ
ん

い
つ
ま
で
もお元

気
で

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

脇山 ヤチヨさん
（黒川町椿原）

14

理
科
室
の
髑ど

く

ろ髏
も
待
て
ぬ
入
学
児

家
の
灯
が
た
だ
に
恋
し
く
な
る
夕
べ

　

角
を
曲
が
れ
ば
う
な
ぎ
が
匂
う

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

萩
原　

豊
彦

馬
渡　

英
子

伊
万
里
白
露
短
歌
会
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♥
♥婚
活

♥

し
ま
せ
ん
か

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
が

行
っ
て
い
る
婚
活
事
業
の
情
報

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

相 

談

会員登録
（無料）

イベント参加

◆◆伊万里市婚活応援の仕組み◆◆

双方の意思により
カップリング

（引き合わせ）

相談員が
双方に打診し、
ＯＫならば次へ

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
通
知

自
由
に
参
加
申
し
込
み

気
に
な
る
人
が
お
互
い
に

合
致
し
た
場
合
に
は
後
日

連
絡
（
登
録
者
の
み
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
よ
る

１
対
１
の
引
き
合
わ
せ

思う存分に楽しんで、
気になる相手がいたら
アンケートに記入

フリー会員
イベントへの参加は自由です。
友人に誘われたりチラシを見
て興味を持ったりした人など、
どなたでも参加できます。
※事前申込が必要です

　
市
で
は
、平
成
22
年
４
月
に
『
婚

活
応
援
課
』
を
設
置
し
、
市
内
に

住
む
独
身
者
な
ど
を
対
象
※
に
、

出
会
い
の
場
の
提
供
な
ど
婚
活
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
実
際
に
は
、
独
身
者
な
ど
か
ら

の
相
談
を
受
け
た
り
会
員
登
録
を

し
た
り
す
る
ほ
か
、
婚
活
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
よ

る
１
対
１
の
引
き
合
わ
せ
な
ど
を

行
っ
て
い
て
、
そ
の
主
な
流
れ
は

下
図
の
と
お
り
で
す
。

　
躊

ち
ゅ
う
ち
ょ

躇
し
て
な
か
な
か
婚
活
へ
の

一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
人
も
、
電

話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
は
市
民

セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
（
要
予
約
）

※
対
象
者
　
伊
万
里
市
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
独

身
者
。
結
婚
後
、
伊
万
里
に
住

む
意
思
の
あ
る
人
も
含
み
ま
す

♥カップル誕生

●

問
合
先
　婚
活
応
援
課
（
☎
㉓
２
９
５
０
・
　d

eai@
city.im

ari.sag
a.jp

）

結婚を希望する
20 歳以上の
独身男女

おめでとう

　ございます！

スタート

鶴
つる

田
だ

　祥
 しょう

子
こ

さん

★
お
仕
事
は
　
保
育
士
と
し
て
大

好
き
な
子
ど
も
に
囲
ま
れ
笑
顔
と

元
気
な
あ
い
さ
つ
を
モ
ッ
ト
ー
に

長
浜
保
育
園
で
働
い
て
い
ま
す
☀

『
ほ
め
た
分
だ
け
子
ど
も
は
伸
び

る
』こ
と
を
実
感
し
、園
児
の
日
々

の
成
長
に
喜
び
を
感
じ
る
充
実
し

た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
★

★
休
日
の
過
ご
し
方
は
　
よ
く
福

岡
に
買
い
物
に
行
っ
て
い
ま
す
♪

★
趣
味
・
特
技
は
　
写
真
や
シ
ー

ル
を
駆
使
し
た
こ
だ
わ
り
の
ア

ル
バ
ム
づ
く
り
で
す

(^^)
園
児
に

も
つ
く
る
ん
で
す
よ
♥

★
好
き
な
食
べ
物
は
　
パ
ン
好
き

で
す
♬
特
に
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン

(^^)

★
理
想
の
男
性
は
　
や
さ
し
く
て

引
っ
ぱ
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
人
♥

★波多津町筒井

★しし座・ＡＢ型

　
ぼ
く
は
ト
ミ
カ
に
夢
中
で
、
た

く
さ
ん
集
め
て
る
ん
だ
♥
ト
ミ
カ

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
と
、
つ
い
歌
っ

て
踊
り
だ
し
ち
ゃ
う
★
働
く
車
を

見
に
行
く
の
も
大
〜
好
き
♬
食
べ

物
は
、
き
な
こ
餅
に
ハ
マ
っ
て
い

る
よ
☀
た
ま
ら
な
い
お
い
し
さ

(^^)

宮
みや

地
ち

 響
ひびき

 くん

　
ケ
ン
カ
も
す
る
け
ど
弟
の
輝
ひ
か
る
く

ん
に
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♥
暖
か
く
な
っ
た
ら
外

で
元
気
に
仲
良
く
遊
ん
で
ね
っ
☀

★宏
ひろ

宜
のり

・桂
けい

子
こ

さんの長男

★新天町３区

(　  )２歳
11 か月

(23 歳)
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４月の町民スポーツ
21 日（土）
● 大川内町民グラウンド・ゴルフ大会
　午後４時開会　大川内小学校
22 日（日）
● 黒川町体育祭
　午前９時開会　黒川小学校
５月５日（土・祝）
● 黒川町子どもすもう大会
　午前８時 30 分開会　黒川小学校

　『
第
52
回
郡
市
対
抗
県
内
一
周

駅
伝
大
会
』
が
２
月
17
日
か
ら
19

日
ま
で
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
16

市
郡
13
チ
ー
ム
の
代
表
選
手
が
全

29
区
間
２
２
０
・
６
㌔
を
襷

た
す
き

で
つ

な
ぎ
、
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
初
日
、
伊
万
里
市
チ
ー
ム
は
10

区
の
北
村
弘
樹
選
手
が
区
間
タ
イ

記
録
の
走
り
を
見
せ
る
な
ど
４
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
雪
の
た
め
前
半
４

区
間
（
49
・
３
㌔
）
が
中
止
に
な
り
、

後
半
の
８
区
間
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
が
前
・
後
半
含
め
て
中
止

に
な
っ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で

す
。
後
半
最
初
の
16
区
で
北
村
弘

樹
選
手
が
今
度
は
区
間
新
記
録
の

快
走
。
そ
の
後
も
21
区
で
金
子
尚

順　位 記　録
１  佐　賀 11 時間31分58秒

２  唐津・玄海 11 時間42 分43 秒

３  小　城 11 時間48 分45 秒

４  伊万里 11 時間53 分24 秒
５  鳥　栖 11 時間57 分05 秒

６  武　雄 12 時間04 分52秒

７  神埼・吉野ヶ里 12 時間10 分00 秒

８  嬉野・太良 12 時間13 分21 秒

９  杵　島 12 時間17 分17 秒

10  三養基 12 時間33分34 秒

11  多　久 12 時間53 分48 秒

12  鹿　島 13 時間10 分04秒

13  西松浦 13 時間23 分05 秒

区　間 選 手 名 記　録
10 区（6.6 ㎞） 北 村 弘 樹 20 分 44 秒
16 区（8.3 ㎞） 北 村 弘 樹 26 分 17 秒

【総合成績】

【区間賞】　　　     

記　録 順位 累計
１日目 5時間29分52秒 ４位 ４位

２日目 2 時間21分00秒 ３位 ４位

３日目 4時間02分32秒 ６位 ４位

【伊万里市の３日間の成績】

斗
選
手
が
区
間
２
位
で
走
る
な
ど

日
間
３
位
に
入
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
各
選
手
が
踏
ん
張

っ
た
も
の
の
波
に
乗
れ
ず
、
６
位

で
の
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
伊
万
里
市
チ
ー
ム
は
『
襷
愛
』

を
テ
ー
マ
に
３
日
間
の
厳
し
い
レ

ー
ス
を
戦
い
抜
き
ま
し
た
が
、
総

合
４
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

※緑字は区間新記録、黒字は区間タイ記録

伊万里市 健闘するも総合４位

襷
たすき

愛
あ い

第52 回 県内一周駅伝大会

最終日、佐賀新聞社前のゴール手前
で猛然とラストスパートをかけ、相
手を抜き去るアンカー古賀慶彦選手

１日目、区間タイ記録をマークした
10 区の北村弘樹選手（左）から 11
区の平山貴裕選手へのたすきリレー

４月の市民スポーツ
７日（土）
● 環境杯グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　
　　　　　　  国見台陸上競技場ほか
15 日（日）
● 市協会長杯争奪グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　
　　　　　　  国見台陸上競技場ほか
● 市職域・クラブ卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
19 日（木）
● 市ゲートボール選手権大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場
29 日（日）〜
● 市民早朝ソフトボール大会
　午前６時開会　国見台球技場ほか
29 日（日）
● 伊西地区中学校対抗ソフトテニス大会
　午前８時 30 分開会　国見中学校
29 日（日）〜５月５日（土）
● 市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球春季大会
　午前９時開会　国見台野球場
５月３日（木・祝）
● 国見台陸上競技選手権大会
　午前９時開会　国見台陸上競技場

　第 13 回インディアカ交流大会が２月 26
日、黒川小学校体育館でありました。大会に
は９チーム、50 人が参加し、熱戦を展開し
ました。なお、上位の成績は次のとおりです。

第13回インディアカ交流大会

【１位グループ】
１　位　東山代Ａ（東山代町）
２　位　ＩＴさやか（松浦町）
３　位　ＩＴあやか（松浦町）

【２位グループ】
１　位　みなみインディーズＡ （南波多町）
２　位　東山代Ｂ（東山代町）
３　位　鼬

いたち

　喰
くう

Ｂ（波多津町）
【３位グループ】
１　位　くろがわ（黒川町）
２　位　鼬　喰Ａ（波多津町）
３　位　みなみインディーズＢ （南波多町）
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優
　
勝
　
大
川
町
　
※
初
優
勝

準
優
勝
　
大
川
内
町

３
　
位
　
大
坪
町

　
２
月
18
日
、
伊
万
里
市
教
育
長

杯
第
２
回
『
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゲ
ー
ム
』
が
国
見

台
体
育
館
で
あ
り
、
雪
が
降
る
寒

い
中
、
市
内
５
つ
の
小
学
校
か
ら

１
０
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
し

た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ア

ジ
ャ
タ
１
０
０
（
玉
入
れ
）
と
ロ

ー
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
10(

長
縄
と
び
）

の
２
種
目
。
子
ど
も
た
ち
は
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
と
協
力
し
な
が
ら
、

夢
中
に
な
っ
て
体
を
い
っ
ぱ
い
に

使
っ
て
動
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
や
ス
ポ
ー
ツ
が
与
え
て
く
れ

る
喜
び
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
合
の
部
】

優
　
勝
　
伊
万
里
小
学
校

２
　
位
　
松
浦
小
学
校

３
　
位
　
大
坪
小
学
校

敢
闘
賞
　
山
代
東
小
学
校

伊万里市教育長杯第 2 回小学生スポーツ・チャレンジ・ゲーム

↑見事にホールイン達成！

【
種
目
の
部
・
ア
ジ
ャ
タ
１
０
０
】

優
　
勝
　
伊
万
里
小
学
校
Ａ
【
37
秒
】
※
大
会
記
録
更
新

２
　
位
　
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
ン
プ
・
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
松
浦
小
学
校
）

３
　
位
　
伊
万
里
小
学
校
Ｃ

敢
闘
賞
　
チ
ー
ム
や
ま
び
こ
（
滝
野
小
学
校
）

【
種
目
の
部
・
ロ
ー
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
10
】

優
　
勝
　
が
ん
ば
る
ぞ
〜
チ
ー
ム
４
‐
３
（
大
坪
小
学
校
）【
２
０
８
回
】

２
　
位
　
大
坪
小
学
校
６
年

３
　
位
　
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
ン
プ
・
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
松
浦
小
学
校
）

第
18
回
市
長
杯
争
奪

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

期
　
日
　
２
月
19
日
（
日
）

会
　
場
　
国
見
陸
上
競
技
場
・ 

　
　
　
　
球
技
場

参
　
加
　
77
チ
ー
ム

　
各
ク
ラ
ス
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次

の
と
お
り
で
す
。

総
合
優
勝
　
作
井
手
ク
ラ
ブ
Ａ
　

Ａ
パ
ー
ト
　
浦
分
Ｇ
・
Ｇ
ク
ラ
ブ

Ｂ
パ
ー
ト
　
あ
さ
ひ
が
丘
Ｄ

Ｃ
パ
ー
ト
　
作
井
手
ク
ラ
ブ
Ａ

６人で 100 個のボールをバスケットに入
れるまでのタイムを競うアジャタ 100

10 人で３分間の間に長縄を跳んだ最
高回数で競うロープ・ジャンプ 10

 
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
み
ん
な
で
実
感

第
37
回
市
長
杯

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

伊
万
里
ク
ラ
ブ
が

　
　�

　
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
!

　
第
37
回
市
長
杯
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
２
月
19
日
、
国
見
台

体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。
大
会
に

は
市
内
外
か
ら
男
子
６
チ
ー
ム
、

女
子
３
チ
ー
ム
が
参
加
。
競
技
の

結
果
、
伊
万
里
ク
ラ
ブ
が
男
女
と

も
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
３
月
17
日
、
全
国
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
大
会
で
４
度
の
優
勝
経
験

を
持
つ
西
本
公こ

お
え英

プ
ロ
や
酒
井
富

雄
選
手
、
川
田
勝
選
手
に
よ
る
ラ

ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
講
習
会
が
国
見

台
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の

卓
球
愛
好
者
や
小
中
学
生
ら
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
、
レ

シ
ー
ブ
で
の
注
意
点
や
試
合
中
の

心
得
え
な
ど
、
実
践
を
交
え
な
が

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
参
加

者
は
メ
モ
を
と
る
な
ど
真
剣
に
受

講
し
て
い
ま
し
た
。

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
講
習
会

西
本
公
英
プ
ロ
が
講
師
　

↑実践を交えながらアドバイ
　スする西本公英プロ（中央）

↑中学生に構えの方法や大切
　さを教える川田勝選手（右）

期
　
日
　
３
月
11
日
（
日
）

会
　
場
　
国
見
台
体
育
館

参
　
加
　
９
チ
ー
ム

第
27
回
市
長
旗
争
奪

　
　
各
町
対
抗
卓
球
大
会

期
　
日
　
３
月
11
日
（
日
）

会
　
場
　
国
見
台
体
育
館

参
加
者
　
65
人
　
　
※
敬
称
略

第
15
回

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

【
一
般
男
子
】

優
　
勝
　
川
久
保
　
直
人

準
優
勝
　
下
平
　
悦
也

３
　
位
　
下
平
　
和
宏

　
　
　
　
轟
木
　
　
翼

【
男
子
40
歳
以
上
】

優
　
勝
　
大
川
内
　
孝
徳

準
優
勝
　
松
尾
　
尚
志

３
　
位
　
原
田
　
　
涼

　
　
　
　
福
田
　
隆
博

【
一
般
女
子
】

優
　
勝
　
仲
尾
　
　
茜
　

準
優
勝
　
辻
　
富
士
美

３
　
位
　
田
代
　
梨
紗
　

　
　
　
　
井
手
　
由
紀
子

【
女
子
40
歳
以
上
】

優
　
勝
　
古
川
　
葉
子

準
優
勝
　
田
代
　
智
恵
子

３
　
位
　
下
平
　
久
美
子

　
　
　
　
高
瀬
　
サ
チ
子
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お知らせコーナー
チャンネル

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
平

成
24
年
度
の
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
が
、
ま
た
、
納
税
義
務
者

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
名
寄

帳
）
の
閲
覧
が
そ
れ
ぞ
れ
で
き
ま

す
。
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
の
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

● 

縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
（
日
）

～
７
月
２
日
（
月
）

● 

閲
覧
期
間
　

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか
　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。

①わくわく広場（申込不要）
　　就園前の乳幼児とその保護者を対象に『親
　子遊びの広場』を開催しています。
●日　時　毎週月・火・木・金曜日
　　　　  午前 10 時〜午後３時
②お誕生会（要申込）
　４月生まれの乳幼児とその保護者
●日　時　４月 25 日（水）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
③一時保育・休日保育
　利用については事前登録が必要です
◆開催場所、申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　　（　 ☎㉓５１９７）

　
４
月
１
日（
日
）～
随
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す

※
４
月
１
日
（
日
）、
４
月
７
日

（
土
）
は
午
後
１
時
〜
５
時
ま
で

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す

● 

時
　
間
　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

● 

手
数
料
　
縦
覧
期
間
中
は
無
料

● 

会
場
・
問
合
先

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

　
市
で
は
、
新
た
に
『
暴
力
団
排

除
条
例
』
を
制
定
し
、
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。
暴
力
団

の
排
除
は
、
社
会
全
体
の
問
題
で

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
・
課
税
台
帳
の
閲
覧

暴
力
団
排
除
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
本
条
例
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
し

た
が
、
意
見
の
提
出
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

● 

条
例
の
主
な
内
容

▼
市
が
実
施
す
る
こ
と

①
市
が
実
施
す
る
入
札
か
ら
の
暴

　
力
団
の
排
除
、
公
の
施
設
の
利

　
用
制
限

②
中
学
生
に
対
す
る
教
育
の
実
施
等

▼
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
お

　
願
い
す
る
こ
と

①
暴
力
団
排
除
の
た
め
の
活
動
に

　
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
こ
と

②
事
業
者
が
行
う
事
業
に
よ
っ
て

　
暴
力
団
を
利
す
る
こ
と
と
な
ら

　
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

③
暴
力
団
に
関
す
る
情
報
を
知
っ

　
た
と
き
は
市
や
警
察
に
連
絡
す

　
る
こ
と

● 

受
付
・
問
合
先
　

　
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

　
農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め

小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を
共
同

で
施
工
す
る
場
合
に
は
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

● 

対
象
事
業
　

　
事
業
の
受
益
農
地
が
１
㌶
以
上

で
、
受
益
戸
数
が
５
戸
以
上
あ

る
農
道
舗
装
、
水
路
改
良
、
た

め
池
工
事
な
ど

● 

補
助
率
　
50
％
以
内

● 

補
助
金
額
の
上
限
　
35
万
円

● 

申
請
方
法
　

　
計
画
地
区
ご
と
に
申
請
書
と
現

　
況
写
真
な
ど
を
添
付
し
、
区
長

　
名
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

● 

提
出
期
限
　
４
月
27
日
（
金
）

※
昨
年
申
請
し
、
未
認
可
と
な
っ

た
地
区
に
つ
い
て
は
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。
期
限
は
厳
守
し

て
く
だ
さ
い

● 

申
請
・
問
合
先
　
農
山
漁
村
整

備
課
（
☎
㉓
２
５
９
１
）

小
規
模
土
地
改
良

事
業
の
申
請
受
付

4 月は
未成年者飲酒防止
強調月間です

未成年者の飲酒は、体や心の
発達が盛んな時期に悪影響を
与えます。

福岡県国税局・税務署



を
設
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

● 

日
　
時
　
４
月
19
日
（
木
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

● 

場
　
所
　

　
唐
津
市
文
化
体
育
館
（
唐
津
市

和
多
田
大
土
井
１
番
１
号
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

● 

問
合
先
　
国
土
交
通
省
武
雄
河

川
事
務
所
調
査
課

（
☎
０
９
５
４
㉓
７
９
３
３
）

　
伊
万
里
市
史
は
、『
陶
磁
器
編
古

伊
万
里
』
を
初
巻
と
し
て
、
平
成

14
年
３
月
か
ら
平
成
19
年
３
月
ま

で
に
本
編
12
巻
、
副
読
本
１
冊
を

発
刊
し
て
い
ま
す
。

　
初
巻『
陶

磁
器
編
古

伊
万
里
』

発
刊
か
ら

10
年
を
機

に
、
も
う

一
度
、
広

く
皆
さ
ん

に
手
に
と

っ
て
伊
万

里
の
歴
史
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
い
、
複
数
冊
購
入

割
引
お
よ
び
セ
ッ
ト
購
入
割
引
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
購
入
さ
れ
、

伊
万
里
の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
伊
万
里
の
歴
史
を
子

や
孫
の
世
代
ま
で
伝
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

● 

複
数
冊
購
入
割
引
の
ご
案
内

▽
２
冊
　
９
０
０
０
円

▽
３
冊
　
１
２
０
０
０
円

▽
４
冊
　
１
４
０
０
０
円

▽
５
冊
以
上
　
単
価
３
０
０
０
円

● 

セ
ッ
ト
価
格
の
ご
案
内

▽
３
冊
　
１
０
０
０
０
円

　『
陶
磁
器
編
古
伊
万
里
』『
自
然
・

地
理
編
』『
教
育
・
人
物
編
』
の

３
巻
セ
ッ
ト

※
単
冊
購
入
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

　
り
１
冊
５
０
０
０
円
で
す

● 

市
史
の
紹
介

①
陶
磁
器
編
古
伊
万
里

②
陶
磁
器
編
古
唐
津
・
鍋
島

③
自
然
・
地
理
編

④
教
育
・
人
物
編

⑤
民
俗
・
生
活
・
宗
教
編

⑥
建
築
編

⑦
原
始
・
古
代
・
中
世
編

⑧
近
世
・
近
代
編

⑨
現
代
編
Ⅰ

⑩
現
代
編
Ⅱ

⑪
資
料
編
　

● 

割
引
販
売
場
所
　

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
市
役
所
１
階
）

● 

問
合
先
　

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）
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（
１
枚
５
０
０
円
）
を
年
間
に
最

高
20
枚
ま
で
支
給
し
ま
す

● 

申
請
方
法
　
障
害
者
手
帳
と
印

　
鑑
を
持
参
の
う
え
、
福
祉
課
で

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
４
月
２
日
（
月
）
か
ら
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す

● 

受
付
・
問
合
先
　

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　    

（
☎
㉓
２
１
５
６
）

　
平
成
24
年
度
に
行
う
川
づ
く
り

の
紹
介
や
流
域
内
で
活
動
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
皆
さ
ん
か
ら
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
川

に
関
す
る
身
近
な
話
題
の
意
見
交

換
で
は
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
事

例
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。
傍
聴
席

● 

対
象
者
　

　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
障
害
者

で
、
自
動
車
税
な
ど
減
免
を
受

け
て
い
な
い
在
宅
の
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
車
い
す
を
常
用
し
て
い
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

● 

支
給
内
容
　
佐
賀
県
バ
ス
タ
ク

シ
ー
協
会
加
盟
の
タ
ク
シ
ー
会

社
で
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
券

重

度

障

害

者

に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給

松

浦

川

流

域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開
催

設置しましょう。住宅用火災警報器（消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）

伊

万

里

市

史

ま
と
め
買
い
が
お
得
で
す伊万里市史 1 〜 11 巻までの全巻

■ニュースポーツ用具貸出しの案内
　市では、32 種目のニュースポーツ用
具を保有しています。『ペタンク』『アジャ
タ』『ドッチビー』など人気なも
のから、『アトラックゲーム』や

『ワンバウンドふらばーるボール
バレー』などあまり聞き慣れな
いものまで揃えています。お気
軽にご利用ください。

＜簡単です！貸出し手順＞
①電話で体育保健課に貸出し状況の確　
認および予約→②来庁して必要書類に記
入→③貸出→④ 返却
　用具の種類や空き状況などはお問い合
わせください。人気用具の紹介は、この
コーナーで随時お知らせします。

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

● 問合先  体育保健課（　 ☎㉓３１８７）

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★★

協会けんぽ加入者の皆様へ 健康保険料率が変わります。

【対象者】協会けんぽ佐賀支部に加入されている方。（水色の健康保険証をお持ちの方）

全国健康保険協会（協会けんぽ）佐賀支部　　佐賀市駅南本町６－４佐賀中央第一生命ビル２階　０９５２－２７－０６１２

●９．６０％ から １０.１６％ に変わります。
　（４０歳～６４歳の方は介護保険料 １.５５％ が加わります。）
●平成２４年３月分（４月納付分）より変わります。
●任意継続被保険者の方は、平成２４年４月分より変わります。
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毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

●

日
　
時
　
５
月
13
日
（
日
）　
　

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
開
会

●

会
　
場
　
国
見
台
体
育
館

●

参
加
資
格
　
市
民
で
18
歳
以
上

　
の
社
会
人
（
高
校
生
除
く
）

●

チ
ー
ム
編
成
　
　
　
　
　
　
　

　
１
チ
ー
ム
５
〜
８
人

●

参
加
料
　

　
１
チ
ー
ム
千
円
（
当
日
徴
収
）

●

受
付
時
間
　
午
前
８
時
か
ら

●

申
込
期
限
　
５
月
８
日
（
火
）

●

申
込
方
法
　
電
話
申
し
込
み

※
当
日
は
、
各
町
公
民
館
に
あ
る

　
申
込
用
紙
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先
　

　
大
会
事
務
局
　
小
旗

（
☎
０
８
０
‐
２
７
８
４
‐
０
８
１
０
）

　
大
川
浄
水
場
の
施
設
監
視
業
務

の
受
託
者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

業
務
内
容
・
募
集
人
員

　
水
道
施
設
運
転
監
視
な
ど 

２
人

● 

委
託
期
間
　

　
５
月
１
日
（
火
）

　
　
～
平
成
25
年
３
月
31
日
（
日
）

※
契
約
更
新
の
場
合
も
あ
り
ま
す

● 

応
募
資
格
　

　
大
川
町
在
住
で
、
昭
和
27
年
４

　
月
２
日
〜
昭
和
37
年
４
月
１
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

● 

応
募
方
法
　

　
市
水
道
部
に
備
え
付
け
の
受
託

　
者
募
集
仕
様
書
を
閲
覧
、
了
承

　
の
上
、
履
歴
書
を
１
通
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い

● 

応
募
期
間
　

　
４
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
４
月
13
日
（
金
）

● 

面
接
日
お
よ
び
会
場

　
４
月
中
旬
　
水
道
部
事
務
所
内

　
会
議
室

●

申
込
・
問
合
先

　
水
道
部
管
理
課

（
　
☎
㉓
５
４
０
０
）

　
創
作
意
欲
あ
ふ
れ
る
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
こ
の

機
会
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

出
品
資
格

　
市
内
在
住
者
、
も
し
く
は
市
内

　
勤
務
者

※
書
部
門
の
み
中
学
生
以
上
可
、

　
そ
の
他
は
高
校
生
以
上

● 

出
品
料
　
無
　
料

● 

出
品
受
付
日
時

▽
書
　
　
　
　
　
５
月
13
日
（
日
）

▽
写
真
・
工
芸
　
５
月
20
日
（
日
）

▽
絵
　
画
　
　
　
５
月
27
日
（
日
）

と
も
に
午
後
４
時
〜
５
時

※
受
付
会
場
は
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

展
示
期
間

▽
書

　
５
月
16
日
（
水
）
〜
20
日
（
日
）

▽
写
真
・
工
芸

　
５
月
23
日
（
水
）
〜
27
日
（
日
）

▽
絵
画
　
５
月
30
日
（
水
）

〜
６
月
３
日
（
日
）

※
募
集
要
項
、
出
品
申
込
書
は
各

町
公
民
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す

● 

展
示
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
文

化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉒
１
２
６
２
）

　
公
益
社
団
法
人
佐
賀
県
社
会
福

祉
士
会
で
は
、
資
格
取
得
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
『
保
育
士
』
の

受
験
対
策
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
国
家
資
格
『
保
育
士
』
を
取
得

し
て
児
童
福
祉
に
携
わ
る
た
め
試

験
合
格
を
め
ざ
し
て
い
る
皆
さ
ん

に
対
し
て
、
近
年
の
出
題
傾
向
を

踏
ま
え
て
多
彩
な
講
師
陣
が
受
験

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
５
月
20
日
（
日
）、

６
月
３
日
（
日
）、
６
月
17
日

（
日
）、
７
月
１
日
（
日
）

※
全
日
程
と
も
午
前
９
時
30
分
講

　
義
開
始

● 

会
　
場
　

　
佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会
館

● 

定
　
員
　
１
０
０
人
程
度

● 

受
講
料
　
１
７
０
０
０
円
＋
テ

キ
ス
ト
代
２
９
４
０
円

※
一
部
科
目
の
み
受
講
の
場
合

は
、
１
科
目
に
つ
き
２
５
０
０

円
（
全
８
科
目
）

● 

問
合
先
　
公
益
社
団
法
人
　
佐

　
賀
県
社
会
福
祉
士
会

（ 

☎
０
９
５
２
㊱
５
８
３
３
）

『
保
育
士
』
受
験
対
策

講
座
を
開
講
し
ま
す

ぼ
し
ゅ
う

浄
水
場
施
設
監
視
業
務

受

託

者

募

集

第
33
回
伊
万
里
市

美

術

展

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

参

加

者

募

集

↑昨年開催された写真展示会場の様子
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 丸田塗装 検 索

外壁、屋根(足場共)の塗り替え、住宅リフォーム工事なら当社におまかせください!!
太陽が汚れやカビを分解し雨が洗い流す。TOTOハイドロテクト・GAINA取り扱い店。

TOTOハイドロテクト光触媒塗装において、
九州で1位、全国で5位の施工実績を獲得しました。

■（財）省エネルギーセンターのホームページを参考に作成　http：//www.eccj.or.jp/

家庭で
　できる！

ガスコンロの炎は鍋の大きさに合わせて
　炎がなべ底からはみ出さないように調節しましょう。
　水１㍑（20℃程度）を沸騰させる時、強火から中火にした
場合（１日３回）には年間で、　
　ガス 2.38 ㎥の省エネ、約 400 円の節約、二酸化
炭素 5.4 ㎏の削減になります。
　また、鍋の水滴は拭き取ってからコンロにかけてください。
水を蒸発させるのに必要なエネルギーの分が省力できます。

★伊万里少年少女合唱団発表会
　１日（日）午後２時開演
★伊万里仏教会主催花まつり
　７日（土）午前 10 時開演　
★ジョイフルコンサート 2012
　８日（日）午前 10 時開演　
★春が来たコンサート 2012
　15 日（日）午後１時開演　
★カラオケチャリティー発表会
　22 日（日）午前９時 30 分開演　
★羽柴・出雲ピアノ発表会
　29 日（日）午後１時 30 分開演　

★伊万里市文化連盟創立 50 周年記念式典、
講演会

　８日（日）午後１時 20 分開演　
★玄海竜二一座伊万里公演
　15 日（日）午後１時開演（昼の部）、午後
　６時開演（夜の部）

★名画上映会（図書館ホール）　
　『或る夜の出来事』（米 /1934 年 /104 分）
　15 日（日）午後２時 30 分〜４時 15 分
※催し物はすべて無料です
★４月の休館日　26 日（館内整理休館）
　２日、９日、16 日、23 日、30 日
※ 29 日（みどりの日）は開館しています

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

４ 月 の 行 事

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

今月の省エネと
      地球温暖化対策
■問合先
環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

４ 月 の 市 民 相 談

　11 日・25 日

 ５日※午前 10 時〜正午

　19 日（遺言、公正証書など）

　３日・17 日※午前10時〜正午

　※午前 10 時〜午後４時

　20 日※午前９時〜正午

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
公 証 人 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･ ４�
第  １   �
第  ３   �
第 1･ ３�
毎週月〜金

第  ３   �

■会　場：市役所１階市民相談コーナー
■時　間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守
■問合先：情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

※①・②・③は予約が必要です

　パソコンで無料動画を見ていて、年齢をクリックしたらアダルト
サイトに登録され、99,500 円の請求が消えなくなったなどの架空
請求が発生しています。このようなケースへの対処は、
▷表示された電話番号などに連絡しない（個人情報を与えない）
▷有害サイトをブロックするフィルタリングを利用する
▷張り付いた画面の削除は、『システムの復元』などが必要。
　（独）情報処理推進機構のホームページを参考にしてください
▷身に覚えのない請求は無視するか消費生活センターへ相談を
●問合先　伊万里市消費生活センター（☎㉓２１３６）

●家計相談（ファイナンシャルプランナー相談）※予約制
 　会場 : 税務課　毎週金曜日 午前９時〜午後４時
　予約電話番号 ☎０９５５ー２３ー２１５２
●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎週金曜日 午前９時 30 分〜午後３時
　予約電話番号 ☎０９５５ー７２ー５１６１
●身障者相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎月第４木曜日 午前 10 時〜午後３時
●心の健康相談 会場：福祉課社会福祉係
　毎週月〜金曜日（水曜日除く） 午前９時〜午後３時 30 分
●女性相談　相談電話番号☎０９５５ー２２ー６７６３
　毎週月・水曜日 午前９時〜午後４時（面接相談は要予約）

アダルトサイトの請求画面が消えない！

一人で悩まず
ご相談ください
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◆ 大会の成績 ◆（敬称略）

◆子どもの部・個人
最優秀賞 下平将太郎（伊万里市）
優雅にあがったで賞 北島みずき（伊万里市）
イマリンビーチ賞 樋口綜一郎（伊万里市）
◆大人の部・個人
最優秀賞 折原　末子（佐世保市）
優雅にあがったで賞 庄　　定勝（雲 仙 市）
◆子どもの部・団体
最優秀賞 たんぽぽ保育園・ひよこ組
優雅にあがったで賞 黒 川 小 学 校 ６ 年 生
教育長賞 黒川町福田区子ども会
◆大人の部・団体
最優秀賞 黒 川 町 横 野 区
優雅にあがったで賞 黒 川 町 奥 野 区
組合長賞 黒 川 町 福 田 青 年 部

見て！見て！上手でしょ〜

届け！復興に向けたメッセージ

あったかい牛汁、おいしか〜！
子どもの部・個人で最優秀

賞に輝いた下平将太郎さん

子どもの部・団体で最優秀賞の
たんぽぽ保育園・ひよこ組

さまざまな凧が空に舞いました

すごい凧を作るぞ！

西九州伊万里凧あげ大会
第10回記念

　第 10 回記念西九州伊万里凧あげ大会が、３

月 11 日にイマリンビーチで開催され、親子連れ

など約 800 人の来場者でにぎわいました。今回

は１年前に発生した東日本大震災の復興を願い、

『伊万里から元気を！』を合い言葉に実施。参加

者の持参した凧には、『絆
きずな

』や『がんばろう日本』

など被災地の復興を願うメッセージが描かれたも

のが多く見られました。

　会場は、自作の凧による競技や凧づくり教室、

お菓子が当たるクジを上空の凧から降らせる『空

からのプレゼント』など、多彩なイベントで盛り

上がり、工夫を凝らした大小さまざまな凧が大空

を彩りました。

伊万里から元気を発信！

琉球國祭り太鼓佐賀支部の勇壮華麗な舞

天高く舞い上がれ！

人のうごき
平成 24 年３月１日現在
●人口　57,566 人　　（− 13）
　　男　27,527 人　　（− ９）
　　女　30,039 人　　（− ４）
●世帯　22,121 世帯 　（− ２）

（　）は前月比

　
昭
和
59
年
、
夏
の
甲
子
園
。
木
内
幸
男
監
督

率
い
る
取
手
二
高
は
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、

桑
田
、
清
原
選
手
が
い
る
Ｐ
Ｌ
学
園
と
対
戦
し

ま
し
た
。
序
盤
リ
ー
ド
し
て
い
た
取
手
二
高
は
、

九
回
裏
に
４
対
４
の
同
点
に
追
い
つ
か
れ
延
長

戦
へ
。
呆
然
と
し
て
ベ
ン
チ
に
戻
る
選
手
た
ち

に
木
内
監
督
は
、
何
と
「
良
か
っ
た
な
。
ま
だ

甲
子
園
で
野
球
が
で
き
る
ぞ
」
と
声
を
か
け
た

と
の
こ
と
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
選
手
た
ち
は
、

モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
『
の
び
の
び
野
球
』
を
実
践
。

十
回
表
に
４
点
取
っ
て
初
優
勝
し
た
そ
う
で
す
。

い
ま
春
の
甲
子
園
が
行
わ
れ
、
高
校
球
児
の
ひ

た
む
き
な
プ
レ
ー
が
日
本
を
元
気
づ
け
て
い
ま

す
。
私
が
心
を
打
た
れ
た
の
は
、
宮
城
県
代
表
・

石
巻
工
業
の
阿
部
翔
人
主
将
に
よ
る
選
手
宣
誓
。

「
人
は
答
え
の
な
い
悲
し
み
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
苦
し
く
て
つ
ら
い
こ
と
。
し
か
し
、
苦
難
を

乗
り
越
え
れ
ば
大
き
な
幸
せ
が
待
っ
て
い
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
い
ま
野
球
が
で
き
る
こ
と
に

感
謝
し
、
全
身
全
霊
で
プ
レ
ー
し
ま
す
」
と
高

ら
か
に
宣
誓
し
ま
し
た
。
４
月
は
誰
に
と
っ
て

も
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の
始
ま
り
。
私
た
ち
も
仕

事
や
勉
強
な
ど
何
か
に
取
り
組
め
る
こ
と
に
感

謝
し
、
一
歩
で
も
前
へ
進
み
た
い
で
す
ね
。（
山
）


